
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】一般角や弧度法の考え方を知り、弧度法を使いこなせるようになろう

      弧度（ラジアン）を用いて、弧の⾧さと面積を表現できるようになろう

□一般角

　平面上で，点を中心として半直線を回転させるとき，この半直線を

動径といい，動径の最初の位置を示す半直線を始線とい

う。動径の回転にはつの向きがある。時計の針の回転と逆の向きを正の向き，時計の針の回転と

 












同じ向きを負の向きという。





 


　また，正の向きの回転の角を正の角，

　　　　　負の向きの回転の角を負の角という。

　正の角は，例えばまたは単にと表し，負の角は，

例えばと表す。このように，回転の向きと大きさを表す量

として拡張した角を一般角という。（からに限らず、

動径の回転量で測ったものが一般角）

　一般角に対して，始線から角だけ回転した位置にある動径を，の動径という。

例１）　 の動径， の動径， の動径の図示





























やの補助線を加えたり、有名角・特別な角を書き加えたりして

目安の角度がわかりやすくなるようにするとよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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□動径の表す角












　動径は回転 もとの位置にもどるから，の動径と，たとえば

　　，，

　　  

として得られる，，－の動径は，すべて一致する

（同じ位置にある）。これらの角を動径の表す角という。

動径と始線のなす角のつをとすると，動径の表す角は，次のように書ける。

　　　　　　　　　　 　 は整数

　一般に，次のことがいえる。





 







 



◆◇　動径の表す角は一つとは限らない　◇◆

例題）次の角のうち，その動径がの動径と同じ位置にある角はどれか。

　　　　　　　，，，，，



? 

で１周分なので

何周するかが入る

ここがになるものを

探せばよい





　

　

　 

　 

　 

よって，動径がの動径と同じ位置にある角は　　，
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　これまでは，角の大きさを表すのに，直角の



である度を単位とする度数法を用いてきた。ここ

１回転の 

を度，度の 


を分，分の 


を秒と定めて，度・分・秒を単位とする表し方のことを度数法という

では，角の大きさを表す別の方法について学ぼう。

□弧度法

　度数法に対して，円における弧の⾧さに着目した角の測り方がある。

　下の図で，点を中心とする半径の円と半直線，の交点を，それぞれ，とする。

このとき，の大きさは弧の⾧さに比例する。

  











ラジアン

ラジアン

　そこで，の大きさを，弧の⾧さで表すこととし，単位としては，ラジアンまたは弧

度を用いる。半径と同じ⾧さの弧に対する中心角の大きさをラジアンまたは弧度という。

半径の円では，⾧さの弧に対する中心角の大きさがラジアンであり，⾧さの弧に対する中心

角の大きさは，ラジアンである。角の大きさのこのような表し方を弧度法という。

　例えば，がのとき，弧の⾧さはであるから

　　　　　　　　　　　　 ラジアン

となる。また，ラジアンは，弧の⾧さがになるような角で

　　　　　　　　　　ラジアン 





（細かくいうと　約）

である。一般に，次のことが成り立ち，下のような換算表ができる。

　　　　　　 



ラジアン，　ラジアン 







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











 











 















 












 ラジアン


 





 



   




 



◆◇　弧度法　　度数法　◇◆







ラジアンと度の換算




















 






































































































          































 




 

 

 

  





 



　

　

　　　　







例題）次の角を，度数は弧度に，弧度は度数に，それぞれ書き直せ。

　













　　　











　   



  






　 





　　

　 








　　　　　 






　

　 






　　　

　　　　　 







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動径と始線のなす角のつをとすると，

動径の表す角は である。ただし，は整数である。

としただけ

　動径の表す角について，弧度法では次のことがいえる。

□弧度法と扇形

　弧度法を用いて，扇形の弧の⾧さと面積を与える式を導いてみよう。


ラジアンを

線分の⾧さと

同じものとして扱う 







　扇形の弧の⾧さ，面積は，ともに中心角の大きさに比例する。

　　　　　  から　　

　　　　　   から　　 


 

　　　　　また　 


 



　　　　　　　　　　

扇形の弧の⾧さと面積

　半径，中心角 の扇形の弧の⾧さ，面積は

　　　　　，　　　 


 　または　 












　弧度法を用いると，扇形について，次のことが成り立つ。

例）半径，中心角 

の扇形の弧の⾧さ，面積は







　　　　　 








　　　　　 





 






　　　　　または　 












　　　半径，中心角の扇形の弧の⾧さを

　　　　　　としてはいけない。

　　　　　　弧度法（ラジアン）だから，線分の⾧さと同一視できることに注意しよう。
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